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家蠶の紫外線螢光に關する研究

（1）　蠶兒体液螢光並に繭螢光に就て

Studies on the ultra-violet fluorescences of the silkworm. 

(1) Special reference to the body fiuid of the larvae and their cocoons.

山口定次郎

濱村一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　獄繭の紫外線螢光に關する研究は撃術的並に實11」的方面より井上博ユ2を始め多数の研究者に

より之を爲されてゐるが、絹質物生薩初期勘聡液に於ける螢光に關しては未だその激少く僅か

に牟塚博士、門ZFIk及小針氏により報告されてゐるのみである。而して之等に就て観るに門挙

氏は繭螢光とは全く別個に、主として膿液のみに開し経過時期3くは慧品種1こ就き螢光色の1伏態

を研究されてゐる。叉小針氏は主として氏が系統分離を行ひたる新白Y系、V系及その他1．2

の系統に就き膿液N’脚色、繭、卵等の螢光色、叉その逡傳關係等を灘々の條件に就き調べ、家

獄の黄螢光物質はその一代を通じて聯關して存在するものである事を地べてゐる。

　著者等は蝕に於て繭とその艘液に關し多数晶種を羽料とし螢光の有無湘畏を槻察し、之を分

類し更に繭の螢光と獄林液螢光が如何に關係するものなるかを知らんとし、主として

1）磯育に伸ふ休液螢光の消長

2）獄贔種別休液螢光

3）　螢齪腫別繭螢光

等の關係を調査したQ

　本實瞼を行ふに際し米澤俊吾氏の助力を仰いだ蝕にノ臨謝1の意を表する次鎗である。

工　材料盤品種

上田慧綜専門離校に於て飼育した品種数十種を供試材料とした。

∬　實　験　方　法

　休液螢光槻察の方法は從聚の研究齎と同様に尾角3くは腹脚を傷けて出つる休液の5齢翻こ於

ける約1滴量を化肇胴純白濾紙1：に滴一Fせしめ、約40°Cの乾燥需内にてなるべく光線に逢は

しめす叉酸化を起さざる中に速かに乾燥せしめ休液斑を作つた。休液斑の製作には．速かに乾

燥させる事が必要で、漁氣叉は光繊等は螢光色叉は強さに攣化を興へ易いものである。此の關

係は次の如くである。
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i．1　110　塑埴　　（5霞貸3Flt薯）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3と：　105　讐，宅　　（5熊冷6　r三　「1）

　　乾燥條件

（乾燥
ﾃ所）　　享塞　　1鍵　　§　§§§…

乾　燥　rl革　温　（1ユ50c）
（ゆ」所3Q％）

多　灘　　中　　温　（250（】）

　　（明斯90％）

一一 @　　　　　　　tt　　　　　　堕．＿＿．　．　．　　　　　　　　　　　　　　　・一　　一　．一鞠ハ四

感薪篭．乾噸瑠土熱筆
1白　號
　t’1齢
　明　麗

白　：藍

陪　藍

艦　 暗班35・G（・5分）明欝、、1）1明

明藍、　口光i鰯35・c（・・分）茨紫㈹　費

淡，繰

　　　　　　　　　　　支　105　挽駐　　（5齢51，11－1）

汚線紫　　　　　　 一「 @　’　　tt

白藍は叫藍より明白のものてある　　　　　　　　＿、．、、、　、、一．．：．

蜥とあるは分散鰍喘合を、・ふ　　　・陀燥ra・？Rg，1　　1

　　　日、、。號、5齢、，筒）　黛1一置＿1

Il・6癩i・・分乾燥　置星3灘．型一塑．

．1吃燥μ痔所40・6諭茎i」sc．r　明薩書鷹．『　多灘鐸G

〃　　　　　　　250c　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　　（95％）　　50

”　明所　36°c　白紫藍　紫　難　　　　乾燥Ul．r・U：130分

休　液螢　光

　周、灘1中．央

白コパルト　白黄
　　It　　　　　　　　li

青　　藍　　禾侍暗黄

〃　　　　　　　　o

1ビ1費　　青藍
I　　　e　　　　　　　　〃

　　ク　　　　　　　　〃

明所とは日光の直射せるもの　　　　　　　　　　　　　　　優温50Gの乾燥甑及多灘醐は共に体液胸iを⊃陀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燥し弔｝なレ、ので30分慮f畿ぞ麦は400（j（30％）で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾燥し調盗したo

　帥25°～40°C僚にての遠かな乾燥は殆ど螢光を鰻化せしめなV・が，多漁状態又は弧き光線

の存在する揚斯では可也螢光色を攣化せしむるものである。丁耐本液が酸化せる場合も亦螢光を

弱める鱗を知つたので之に關する簡輩な試験を行つた。

　　　　　　　　　　丈105號　　　　　　　　　　　　之に依つて見るに｛本液斑の製作

一r蔽褥繭τ… s謬1譜鳶藷濠謙駿傷灘鐙竃盆羨

　．　華獅イ｛腋　明州膏師セ　は辮泌を川ひ之轍艇しめ
5醐川興聡，、藩黄1嶽萎　ざる網蜘し鮒繊ならない・

一隔剛藤ア藤下・“・・磯麟鑑繍鞭雛Cの灘
　　　　　　　”　f；°分隊費ll蔽紫　卿ト線の灘にはギバ太捌澄及

　　　　　　　　支105　（5齢6［m）　　　　　　　　　　Acme人工高山太陽燈に何れも5

「…イ1，””液璽晃…　n・1：tlL・のUlt・r”・gl…を附したも

＿＿一．一＿＿＿一〕〔蒸…ユコ〔：瀦…のを探∫肌為槻察鵬1…は瀧は

魯ite体液1－・」黄帥幡・・く燃　帆そ15cm・砺る・螢光　徽の
1講濃劉1－：膨鮨÷暴一t－・一一一・一一一一1纏1纒難鰐難1

一徽の酸化の爲には　・囎鰍肺たf轍醐糾せしめ一c・：・lt　・、；鞘僧；は側ぐの研究者挿轍に色

　氣との接脚面を多くし酸化を鎚弛させる様にした〔，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調を以つて螢光を表したo’両…方

彩色による棲準を作り之をntつの燦準とし比較の拠に型しし尭u
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1工1賢験　観察
　　　　　　　　　　　　　　a．叢免の畿育経過に伶ふ体液螢光

獄兇の搬育と共に憂化する休液螢光を見たが如次である。

　材　料　：日1／0號、支105號、欧18脱、日1號及日107號黄螢光繭系、同紫螢光繭系（熊谷

　　　　　　恒次氏が螢光別的に分離固定せられた品種）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　日110號

獲育・・勘II第・螢光物質1第・工螢光物質
第　1　齢　盛　獄
第　2　齢盛　慧
第3齢脱皮直後
第3齢蘭食1日後
　　　　　2口後

　　　　　3日後
　　　　同4日後　催眠期
　　　　　　　　眠r’1’n前期

　　　　　　　　眠中中期
　　　　　　　　眠中後期

第4齢脱皮直後
　　　1日口　（爾食當時）
　　　2　Fl｝三1　　（角動食141堵…購1｝…1）

　　　3聞1
　　　4日1ヨ薗

　　　同　　後
　　　5同日　催　眠
　　　同　　　就眠直後
　　　　6「三1目　iHもrlr

　　　　　　起慧直後

第5齢　脆皮直後
　　　　起鑑5塒1問目
　　　　働食1駅起餓101聯問目）
　　　1日目　餉食後10暗鯛口
　　　2日目

3F．1目

4日旧
、5日目

6日目
7口日
8日目　（熟獄始む）

肖コノ｛ノレ　ト

thコノ｛ノレ　ト

帯緑紫褐
虐1コノぐノレ　ト

岡

同

暇コバルト
暗紫（婚ど無螢光）
紫褐
豫禍

同　上
コバルト
i）J白コバルト（俄に）

同　上
f封コノぐノレ　ト

帯紫・・バルト
ロ音」紫＝1ノぐノレ　ト

暗緑紫（又は青紫）

紫禍
緑藍

紫’藍

＝バルト
白コバルト
リ」白コパルト

由コバルト

f！1コバルト色、青紫を帯び

たるコNルト
青紫コバルト
糟紫コバルト
同　上
同　上
紫色強く螢光弱し

第4齢迄は第11螢光
物質としての黄色｛酸
光物質を見る能はず

中央部に錫色を赫しはじむ
中央糟白黄を暴しはじむ
中火白黄

訟　厳に第工螢光物質とは第1齢頃より体液内｝こ現は4vる螢光物質をいひ策II螢光物質とは廉として第

　　5齢に現はれる黄色系の螢光物質を名付けたo以下阿解。

（2）　日107號　（黄螢光繭系及紫螢光繭系）

獲育時

第2齢2日目
第4齢　4日目

　　　　5H口

四　　眠　　中

第5齢脆皮直後
　　　　｝越翼11IJひj

lH同　餉食後

町，、、糊

黄　鮫　光　噛　系

第1螢光物質　　1　第II螢光物質

i笥コ？ぐノレ　ト

明「身＝ノぜノレ　ト

tLl　’＝バルト（青紫

コノぐルトもあり）

濃紫褐
（淡紫もあり）

11爵次紫

紫コバルト
Ul∫コノぐノレ　ト　（叉レま紫

二t／N「 Pレ　ト）

明・tバルト（Sくは紫
コバルト）

紫螢　光　繭　系
第1螢光冠勿質　　　　1　　第1工螢光Tl勿質

白コノミ“ノレ　ト

白紫コパル1・

紫コバルト

濃紫禍

暗紫褐
濃紫叉は紫コバルト

明藍父は明紫薦

IYJ　aノぐノレ　トう（t：t：

紫コバルト

紫鯵光系は錦II螢
光物質として費色
を示さず。
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　　　　　　薗表の績き

獲　育　時…期

3日日
4目日
5日阿

6日n
7口「1

黄　螢　光　繭　系

　　第1螢光物藪　　1　第工1螢光物質

1明・バルト　　1
明コバルト　　　1
青コバルト　　　1
　9　朋　膏　　　　1中央銃黄

紫　螢　光　繭　系

第1螢光物質　　｝　第II螢光物質

1男コノ｛ノレ　ト

1同　上
iPSコノぐノレ　ト

i明青紫
♂　濃　寳　　　　　中央淡黄　　　　　旨濃育紫
幣緑青コバルト　　中央淡宝キ　　　旨紫コパルト

（3）　　日　1物駐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　　支105｛赴宅

磯醐馴i鰻光傾陣・…光倣　鵬㈱lil錐・va光倣1角…螢光1｛・質

2齢3日目
5齢　ユ日日

　　2日口
　　3日FI
　　4N　li｝

　　5日口
　　6日日
　　7日日
　　（上籏）

上籏2F旧
　同3ri1目

コバルト
明白＝バル1・

　　　岡
　　　同
才艀朔ミを精ぶ

淡青コパル1・
膏紫コバルト
　　　同

膏紫コバルト

暗紫コバルト

㈱　 1殆どなし　圭薙翻
　　　（5）　　i歌　18　翫宅

　　　　　　　　5齢麗皮直後
　　　　　　　　1日・倣罐

　　　　　　　　2口獄食桑諮

　　　　　　　　糊

　　　　　　　　5日H
中央部禰肖味　　　6日「1
を精ぶ　　　　　　7口1三1
　　同　　　　　　8同1：1（熟獄）

紫禍～黒禍
密コバルト久は
青紫コバルト

明　　青

明青コパル1・又は
明紫コバルト
明　　青
膏コバルト
青コバルト
周圓細き街紫
周園に細く青

賑轟螢光）

巾央別騰

中央錫黄
中央肖費
晶体黄色
宙色叉は田」黄

1膚費叉は黄
暗黄乃至黄禍

鮪㈱洲第・蹴瀕1第・職顯　　　一　　　．
以上何れの場合に於ても就i眠と

＿　　　　　＿＿＿＿一一　　　．＿＿＿　　　＿　　共に火迄藤色を呈したものが紫褐

4眠前
4眠直後
5齢起翻
5齢2日倒
　　3日蹴

　　4日目
　　5口N
　　6日同
　　7日目

　　8日口

帯｝コNノレ　ト

暗紫膏
紫藍叉は青
Mvttコノぐノレ　ト

青紫

　同
　同
轡　紫
膏　紫　　　　　　．
｛ 孚膏乃董脊紫
♂斑乃簸膏紫

　　　　　　　　　　色に襲じ眠中では殊ど螢光を見な

　　　　　　　　　　い。之が起臓となり餉食期迄に再

　　　　　　　　　　び青1醗に襲じ更に禽司食後2、3日口

中央鋤黄　　　　　　　頃より紫冑色を帯び來り、紋いて

腰，購，　雌淋液系のものt・・niつて剛苛

脇又は繍　　催光を勒・し、羅淋源に
1嚇脚ま蝋　　あつては別｝嘆色凱物蹴些1三ぜ

す、只多少紫色を増すが如く見える。帥大なる色訓の攣化なくしてL族迄に至るものである。

而して上旗2H日位の後には第1及第II螢光共に減ナる。然し乍ら此の育聾螢光斑を紫外線に

透親する時はその斑中汚線色の何等かの物質あるを見る。而して此の黄色螢光の生長は第5齢

2．3日頃に急激に増加し、上篠後減少する騨は絹綜線盈長の欣態と良く一致してゐる。

　　　　　　　　　　　　　　b．聾兇の紹食に伜ふ髄液螢光

　獄兇を絶食せしめた場合の螢光に就ては次の如くである。

（1）　F11ユ0號

蔽㈱　1轍光色
　　　　　　　　　　　　　　3歯合3日獄喪ζlr争　　　　　　　　1’1コノ寸ノレト

　　　　　　　　　　　　　　宗邑食6h．　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑　II　l

・　　　　　器　！　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　lo5　　　　1i　　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　死　　　ii　　　”
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（2）　　麦　ユ05　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　欧　18

超食糊L第1塑勿割．錦墜坤質　　．艇璽喫副製塑割廻璽堕．

　5齢6口円
　（無絶食）

同絶食8時［lfi

13

18

％
34
50

絶食34h．のも
のに再食桑せ
しめて911・後

．iltコノXノレ　ト

青色部魔し
省コバルト部更
に廣し
同　　，ヒ

肖コノぐノレト

EY］白コノずノレ　ト

明白コパル1・

肯謹バルト

｛

業黄　　繍認
羨費　　　週41唖堕1
白　黄　　　　　　5齢7朋1
騰味少）　…4時職1
無

濃　　青
iyココノぐノレ　1・

歩］青コパル9・

青　紫

膏コバルト

淡黄又は青

糟緑’灰脊

暗紫コバルト
叉は茨青瑠三

費

rl費：叉は暗黄

　Bp實験に侃るにill　110號1で於ては第3齢3日口の休液螢光はそのまs死に至る迄白コバルト

色を維持するを見る。3ζ支105號第5齢盛食期に於ては第∬螢光物質の減少著しく爲に第1螢

光物質の螢光も多少の愛化を受けるが燧に50時㎜絶食に於ては黄色全く無く朋白コバルトの

一様な螢光となるを見る。漱18脱に於ても略同様な傾向を暴する。尚一旦絶食せしめたもの

も之に給桑せしめると再び黄色螢光の増力iする事を見る。

　即獲育経過に作ふ螢光並に絶食に伴ふ螢光の攣化に就ては既に「胴㍉小針氏等の述べたる如

くであるが、明かに絶食により死に到るも術愛化せざる物質があり、帥第1螢光物質と名付け　　。

た。3ζ食桑により獲育の時期により増加し絶食により減少消失す歳き物質、帥第II螢光物質と

名付くべきものと2種あるを知り得だ。

　樹卒倒性軟化病獄の休液螢光は健獄と異なり絶食獄の場合と良く類似して居り、帥健鷲は錐

II螢光物質（黄色）多きにも拘らす病獄は之を表さす白謄3ζは紫謄色を示してゐる。

　　　　　　　　　　　　　　　c．翼品種と体液斑螢光色

　獄児休液螢光は翻「吊種により、叉個休によ広その他種々の條件により夫々多少の相違を示

す事は既に門卒氏によりても報告され叉小針氏も繭の螢光別系統分離により得たる品種に就い

て報ぜられてゐるが、多撒の品種に就き、槻察されだ結果は未だ之を見ないので繭螢光色との

關係を調べる必要もあり主として本校に於て昭和9、ユ0年度に飼育したる鷲品種純檸種（固定

種をも含む）及び交雑樋約40種類に就いて調査を試みた。その結果を荒己載すれば次の如くで

ある。

　本表rド休液螢光の中央とあるは第II螢光物質、澗縁とあるは第工螢光物質を示すものでその

中聞に記したるは第II螢光物質のなきもの勘1第1螢光物質の螢光を指すものである。

獄児の体液螢光色と獄品種

品種名

隊　9　號

徹　16　號

歌　1s　搬
薦島堰次白

バール（虎）
ノぐクt一タ“（虎）

’i血　　　鐡

ジヤロスフエ
リコ

系統
P鱗期（・）」讐光，謙

歌
齢　　団

4齢脱皮ll「1：後　lrサi｛到皇1又は游黄線

　4．4　 ・鍔色　膏藍
　4．2　　　　　　　青　1舐

　4．塔　 鋳色　帯「「曜三

齢　［1

5．2

5．1］

5．2

5．2
5．2
5．2

体液螢光
中　　央1周　　線

肖　黄　　　明青紫

叛費白　　　茨青白

微　費　　　鷲　　紫

　Iyi：Tノぐノレ　ト

黄白　明識バルト
　　明線藍

秘L、朔灘㌦

薦1錨鱗
i講1，，糠

難1灘バ
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支　4　號
寅　7　號
支　14　號
支　1tb　號

支　ユ6號

支　17　號

塘棲三眠子

£聡縞下木村

諸桂禍圓
黄脚「陰1繭

専　　　：二
i辮　　　蓮

嬰縄）｝

支・・6號1

日　1　號
口　110號
日ユ07號Y
日107號V
正　　　白

多欝志保
飯　　　W
大　正　白

作性汕鍛
次白色卵

膏白1號
琉球多獄繭
日　1U號

・蔓離島纈

・呈｝罐

・盆離躍號

×雰離智灘

・部ll舞

・曼｝灘

4．3
4．6
2．3

4．4

｛3．4
4．3
4．3

圓14．2
　1　4．3
　1；　4．1
i　4・1

　4　0

　1リ1白コノぐノレ　ト

錨黄將紫コ・ぐルト
響黄暗　　紫　也

PJj蜜こ

紫踏．
膏　：藍

轡　藍

　3．1
1　一
14．ユ盈直後

i：

　・“　　　　　　　　　、i

1眠中　i　輝童藍

代
交
聯
税

明肖＝1ノごノレ　ト

　明白難
　明白號
　明白藍

　膏白’藍

5，3
5．2
5．起

5，3
5．3

5，3

5．1
5．3
5，1

5．2
5．1

5，2

5。2

5．2
5°2
5，B
5，2
5，2

5．2
5。2
5．2
5，2
5．3

　旦川コノごノレ　ト

錫　黄　　 明紫’藍

　　暗禍紫
　IJ「」コノずノレ　ト

微　黄　　　蜜三

　　膏紫藍

淡　費　　明　’藍

淡鋳費　　暗齎紫
　　友青紫

　　明　欝
微　黄　　轡紫’藍

明青’藍

青　號

　青　鷲
白コノずノレ　ト

　帯紫藍
　同　上

　麿藍
　阿　上
嵜コバルト
　膏’藍
旦月コノミPノレ　ト

i．i「1コノN’ノレ　ト

5・5錫費紫コパルト
5。6　明黄照　　奮　藍
5・7　°ili’　　　帯紫藍
5・6　餅　黄　　帯紫藍
5．6　1iS．黄　膏コバルト

5。7　黄　　　　青　：蕉

5・5明獺　騰藁
5．6　黄　　　　 ｛ii？’紫藍

5．6　費　　　　コバルト
5．6　淡　費　　紫

5．7　鋳　費　　茨　紫
5．6　明　黄　　膏　蟄｛ミ

5．6　　　紫豊

5．6　黄　　　　紫黙

5。6　黄　　　　 青　鷲

5．5
5．7
5．6
5．6
5．6

5．6
5．5
5．6
5，6
5，7

5．5
5．6
5，6

　　膏　難
微鋳黄　　紫簾
淡黄又は無線青藍．

　紫：藍
　淡紫藍

　脊　：藍

　青　戯
剴白コバルト
　覗　難
　灰黄紫

濃黄叉は黄　麿黙
嚴　黄　　青螢
　　茨膏紫

熟蟹前

〃

e

〃

u

〃

！言撒。黄鯉、

1司　」二　　同　 上

繊由　墨難
，同　」二　　同　一1：

1

淡黄叉は黄　次白樒

黄醐し欝ま

　上表によつても明なる如く一種類の体液螢光斑に於ても2，3．4齢乃至5齢の初期迄は比較

的su－’一’tc、第1螢光物質を表はしてゐるが，ある品種は策5齢30日頃より熟獄期に近づくに

從ひ第II螢光物質の黄螢光を増すものがあり、術叉絡始白驚色螢光を表はす第1螢光の色調に

殆ど擾化のないものがある。一代礎靴毬に於ては純紳種に比し個休攣異力寒多いが概して爾親の

中間性を表はしてゐるもの～如くであり、反交雑の場合も大休同様であるが雄の親の性蟹1の方

が張く衷はれてゐるかの如き場合もあつた。

　而して品種の鼻なると共に第工螢光物質の色力瑠1色、紫色、次線、線等色々ある。之は第1正

螢光物質を生するものでは此の物質によつて第1螢光の色調の慶化をうけるかその間品種的に

一定の特微をもつてゐるもの墨如くである。之は恐らく内に含む物質の枳違といふよりもその

粒子の大小により色調を異にするものであらうと考へられる。面繭綜の色素たるべき物質の爲

．にも多少の攣化を受けるものであらふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　翻晃体液螢光斑の構造

　休液螢光斑の構造を前記のxl　llく多撒甫㍉種より見て之を大別し2型とするこ毒が出來る。即第



202　　　　　　　　　　　　懲　　　綜　　　醗　　　撒　　　器　　　　　　　　　　　〔第八巻

1型は第1螢光物質のみでその中央部に第II螢光物質の黄螢光を生ぜす．一・檬に聴色を呈して

ゐるものである。而して此の外愉の部は紬く張き白藍色を示してゐるが之は茸ふまでもなく岡

一螢光物質が周幽に多く吸引されて乾燥した爲であらう。

　次に第II型は第工型の藍色のものの中央より遠心的に次第に第∬螢光物質（主に黄色）が∠1三　・

長するもので此の第II螢光物質が増力iげれば第1螢光物質を全く覆みこともあり，叉少いとき

は休液斑全般に搬がるごとなく中央のみに衷はれるものである。換胃すれぱ休液滴下の際策II

螢光物質は策1螢光物質より濾釈への浸潤の速度蝿く勘P中央に幾iされたるが如き槻を皇するの

が普通である。

第1型体液　　　　　　　　　　　　　　策II型体液

　　　　　　◎l　l∵：）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第工1螢光物質

i爽に前表に從ひ更に第5齢末期の体液螢光を標準として慧品灘を分類すれば次の如くなる。

　　　　　　　　1．第1螢光物質と第II螢光物質の画別あるもの。

第H螢塑剰匪・螢塾難土＿．．．．．一」1！！＿一一一一＿＿一璽＿＿」＿＿＿，．．．．．．一．、＿

明　　i黄　色

黄　　　　色

　又　は

（ptT　　黄）

淡　　黄　　色

錺　　黄　色

次線色［歓・號
緑　　紫匪棲三1民子　　　　　　　　　　一一．．一．．．t．，．．．一

青　剃隊・曙丈襯珊多騨“…；1・號髄

緑　1油ee
膏　騰雑晶翻麟皮16號支7號皮1°6號交17蜥

紫　：州丈・。・號支＋囎黒縞下鮒・・・・・・…

緑　青賜凝纏騰。，躍発離｝縄1鐘日11°號日11°

　　　　　　1

姿　餐駁バー暁如撤囎

紫　　　　　　バグダ虎　黄脚白繭

2．第1螢光物質と第II螢光物質の臨別なきもの

第・酬・司　品種名
茨　黄　紫

膏　　　藍

紫　　　難

次白色卵

日ユ號　多喜志保　飯w俘性汕獄　大正白

日107號　口111・號　了E白　厩門（モリコpド）
日110（但し微銃・色を量するものあり）分｝雛白

2貌

　以上の観察に於て明なる様に、一般に

1）　H、支、Ft，Tskt．系統の何れに於ても共の茄色繭を醤む獺児の体液に准つては殆ど例外なく節II

螢光物質は可也強度の黄色螢光を示す、

2）　支、1歌の白繭系統の種類にあつては第II螢光物質は淡黄又は瞬黄色の螢光を現す。
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3）樹之日本在來の温種の大部分は舞∬螢光物質として黄色を現はす事なく、第1螢光物質と

色調に於て大差なき螢光色を示す。此の場合は第II螢光物質として藍紫色螢光を現はしてゐる

とすれぱ錦1螢光物質と匿別は出來ないわけである。

4）｝一代交雑種では純糠種に比して個林的の鰹異がi多く第5齢末期に於て第II螢光を現すもの

と之を現はさなV・ものとがある。此の關係はその交難の爾親の休液のrl　1間性を現はしてゐる様

であるが、此の選偲性に開しては今後の研究に侯つものである。

　以上に依つて休液螢光が品種的に夫々特徴をもつてゐる事は明である。勿論之は絶樹的のも

のでなく個休により異なり叉雌雄により多少の和違を示すであらふが蟹験の範國内に於ては諮

記の如き大別をなし得る。th－一一般に雄は雌に比して費色螢光物質を多く表はしてゐる。

　　　　　　　　　　　　　　　　d．翼品種と繭螢光色

　既に小針氏も記載せる如く獄兇休液の螢光は繭螢光色と密接なる關係を有してゐる事は種’k

の黙から考へられる班であるが．従來は比較的少数の材料晶種に阻更られてゐたので、著渚等は

主に昭和10年春本校に於て生塵した多籔品種に就て之が紫外線螢光を主として表暦に就き調査

し大休次の如き分類を行つたo

繭螢光別に｛乃る慧描種分獺

繭螢・光酬　　銀　品　種　名　｝　　　一一
萱色（螂洲囎多鰍丈・號金酬欠澤欄・）舶1蝋蓮㈲面號縣

黄色フJ「至白黄紫色

漉合せるもの

黄色及紫色混合せ
るも玉竃男り上ヒ4資白勺ダ引

然たるもの

鱗色系なる糟1
禦貿劣し槻1

隠講村讐覇辮霧デ轟糠簿も噸藏喜轟・編描

1一一“ド値 ﾎ二：｝｝『　　………m円…［”…一　一一…－　rv甲…「一’一『一’tt｛…一一……一一一一一　　一一一・一一一　一一一一一一…　　一一一・

　同ε鍵　釧寿「白了號　支17號　次白色耳lg（日）

劃含蔓雰離霞鑑i鑛箋顯目ll8姜墾81鍛蹉難魏

ヱE白　飯w（口白卵系）　H111　藩桂禍圓斑

紫又は馳繍）
uヱ號分離自2號多離保畑　働卵系）鰍油鎧（rD日・・7號紫

澄黄魚のもの

紫　　褐　　色
（煤色をなすもの）

謝號バー　コL　（de）ジヤ゜スフエリ＝i・融欧）野醐鞭（・…X隙

金黄　寅14　支［6　大1醐圃（突）

材料繭は一品種50瓢以．岡麟號合のものに就て調査を行つた。

　以」：は繭のi費暦に就て槻察大男壇したものであつて中暦内贋に就ては未だ之を行つてゐない。

伽ヒ塵に考慮すべき9Sは雌光紫螢光齢のもの胴一樋に在つても自鮫酉已に任せてゐる

場合は艦の中に自ら鰍が異つてOlぐるeとがあるものであつて批嬬1種な徽に必拙の

螢艶臓はさねばなら蹴勘て了譜・鮒に断かない。況や紐擶f童を人鮒。なし混

の襯に全く購の螢光をさへ尉ものであつて同一、瓢で轍光脚勺に別，晦を形域するe

と転ふまでもない・小針氏の新匠寮系及V型、又は熊欲の1・1・107・號Y系V系の如きは之である。

．鉤繭螢光の場合は繭紳色素の存准が一つの條件となるので簡」翼に分類する～二とは出來ない。

肚即5つて休液と繭騰光とのMhltsは之歓休焔を得だが憂に休灘締線と蹴き調
盗しだのでその一部の槻察結果を罷載すれば次の如くである。　　．　　　　．
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　　　5齢1日間　　　　　　　　　　　　　5齢5口問　　　　　　　　　　5齢5日㈹（熟獄）

繍騰光［璽業鐵笠鑑工魏難：搬腱割鰍驚
引

1，

暑

、1

’i｛／r・コノぐノレト

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

震別不り月　　　　　　1

　　　　　　　2
全刺二淡紫　　　　　　　3

色螢光　　　　　　4
　　　　　　　5

　　　　　　　6
　　　　　　　7
　　　　　　　s
　　　　　　　9
　　　　　　　10

明　　黄
　〃
　ケ

　黄
淡　　黄

　〃
　〃
　〃
　び
明　　藍

明黄　　明黄　　　　1
〃　　　　”　　　　　2

〃　　　　”　　　　　3

〃　　　　〃　　　　4

　淡黄線色　　　　5

　　同　　　　　　　6
淡黄　　　i炎黄　　　　　17

〃　　　　〃　　　　　8

’　　　　”　　　　　9

　淡　　紫　　　ユ0

材料、丈105×日11嚇　　2、3、4Fl日の問曖化の調査は之泌く。

　蓼

　n
淡　　黄
　〃

　ぴ
微黄藍色
　〃
　〃
　〃

　全体明黄
淡紫　　黄
〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　〃

〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　〃

n　　　　　　ル

淡紫　　淡費
ll　　　　　　lt

璽£　　　i炎奮竃

　1二表にょれば5齢満1口位に於ては休液内にも34，絹綜腺内にも黄色螢光を認めないが瀦5

自隙於ては休灘繍腺のt＄E，1係は常綱様に備して舜苛幽光勒1を示してゐるの槻られ

る。f欄6照於てもP胴様の傾向槻られた・之によつ琳灘物飾ミ繍腺に移行吸牧さ

れる欣態が窺ぴ知られる。

嫌繍腺の螢光はいふまでもなく腺儲身の螢光と腺内の絹勲螢光の舶である・從つ

て正確に云お・と絹続物質の螢光のみに就き槻察すべきであるが、腺細胞の螢光は微弱であって

糊等が10数頭の糊の生の糸附腺よ撒咄した絹綜物蹴出來る丈け噺馳を1除きたるIVこ

態にし詑舶色蔽」，に㈱廷したるもの蹴て調べたが繍物質の嚇・白紘白欝磯

光は主に中部縣腺内に在り後部紡腺では微弱な紫色（又は紫藍色の）螢光物質が見られる丈け

であつた。之によつても若し黄色螢光物質がSericln内に含有されてゐるものとせぱ、　Sericin

は中部綜腺に於て分泌されるといふ從蘂の読酸當であるch　K＄“。

　　　　　　　　　　　　　e．体液螢光と繭螢光との關係

　上蓮の實験親察に基き体液螢光と繭螢光との關係を見るに

1）体榊獺磯光物質の艶強きものは日姻鰍・も馳繭を闘・・髄に多1°・

　2）休液第II螢光の黄色、淡費又は鋸黄等のものは黄螢光及び紫螢光の漉合繭を螢むものに

多い。

　3）体液に第∬螢光物質を益じないものは主に日本種純粋撹に多く紫藍螢光繭を螢むものに

多い。

EIJ一ヒ述の姐一般同奪螢光休液のものは繭も驚光を現はす事が獅が・休液がその峡に

僅かに鋸黄を呈する程度のもの叉は線味を精びた藍色のものでは紫藍系の繭には白黄紫色繭を

滉合してゐる場合がある。叡支14豹舷16號の如きでは｛轍は濃Tor螢光を示してゐたが繭

は煤紫褐色を示すに至るものもある。之は奥氏の遮べてゐる如くi爾綜色素の影響を受けて螢光

が攣化（抑制）された場合か然らすんば紫螢光物質濃厚な爲であらふ。

ft体液踊螢光の關係はその・醐物繍腺の内容自聯物質の螢光を謬騰す網事によつて

更に確實にせらるべきであるが槻察によつて前表の如く可也良くその關係を保つてゐる事が判

る。蜘ζ儲等は此の休灘1光物質が㈱物質の灘と翻婆不可離の關係にあるものと考へる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　亙v　考　　　察

獅己休液螢光は鮪のfHP・IV－］・t・cよ獄いに灘あること1・よ既に朋かな瓢鵬であるが」鷹

期特に五齢1明に獲現する黄螢光物質は菅に活動的時3Ulに現はれる（2）といふよりも絹綜腺の獲蓬

最も腔盛なる時從つて絹綜物質の生鷹最も旺なる時にイ4く液内に多く獲現するもので此のものが

絹細嫉の誠分であらうとv・．糠劇・針氏（1932）並に糊贈纏齢によつて　撚として來
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だ様に思ふo

　街繭暦に於ける紫螢光物質の湘長に關しては未だ之を明にすることは出來なV・が、恐らく資

螢光物質の夫と同様に生産されてゐるであらふ。唯第1螢光物質が藍色（叉はコバルト色）を

表はし之も亦同調の螢光を有してゐる爲に黄螢光物質の如く制然としないのであらふ。然し、

紫藍螢光繭系の鑑体液も之を梢精細に槻察すると域塑戯には稚紫味を増してゐるが此の物質が

或は繭の紫螢光を表はすものではあるまいかと考へる。

　次に明藍色の第1螢光物質は絶食により常に明瞭に現はれるが死に至る迄攣化を受けなV・黒lii

より槻て慧の休液域分中可也璽要な部分であらふと考へる。之は桑葉の孚L汁に於て同様な明薦

螢光物質がある事から桑に由來する物質であるとV・つても藻支へないであらふ。術著者等はク

ハコ（第5齢一第II螢光物質は明黄白）、天欝蛾幼錨（3齢食葉中）、柞獄（4齢食葉中）等の

f鱒夜に於ても全く之と同様な明醗螢光あるを見た。然し乍らモンシロドクガの幼錨（キンケム

シ3齢）は微かな白紫色を示すにすぎす、叉クハエダシヤクトリ（幼錨3齢及5齢）の休液は

無螢光であつて獄とは全く異つてゐる。俺カレハガ（1覆）の幼鹸（5齢）もその林液に壺く

螢光を認めなかつた。之等の黙から絹綜物質たるべきamino酸のある種のものであるかの如

くにも考へられるが叉第1、2齢時代より既に存在し、ヌ絶食によつて減少せざる事實等より、

体の或部分の構威に興る一一’rXS分であるかにも考へられ本實験の範園では此の黙不明である゜

　省飼育申叉は上族時の環境の如何によつて螢光的製化を認めてゐる事に關しては次の如く考

へる。即先づ線獄ヒ蕨繭に紫螢光繭の多いのは⑤㈹薯者も實験してゐるが黄螢光物質が未だ休

液中生産せられない中に上族吐綜を飴儀なくせられるからで、此の時は伺黄螢光物質に封する

紫螢光物質も生産されないであらふから、多分純Sericin及Fibroinの紫色（7）がそのまS現

はれてゐるのであると考へるが至常であらふ。

　術ヒ篠中高濃及多灘が紫螢光繭を多出すること（5）（fi）は化學的に定性して見なければ鋼らない

が多分黄螢光物質の螢光が高盗及多漁等の原凶により吐継中に酸化の爲抑制され弱められる爲

であらふ。何放なれば体液内の黄螢光物質に於てはその体液のまS酸化せしめた場合及び休液

斑を乾燥せしめる時多漁高盗なる場合はその体液斑螢光が可也弱められる事實があるから、砦

し此の休液の黄螢光物質が繭の黄螢光物質と同様のものとすれぱ螢繭吐瀞の際にも同様な現象

が起りうぺきである。術古き繭の螢光の黄色が徳憩、してゐる事は光線の影慰による事大である

が体液の螢光も之を太陽に15分閥曝露することによつて既に美黄色螢光が淡黄螢光に憂する

ものであるo（81

　以上簡翠な實験ではあるが体液内の物質が紫外綜により螢光別に識別しうる嶺、而して第II

齪光物質の黄色のものは黄螢光繭を螢み然らざるものは紫螢光繭を馨むとと、既にSilk　gIand

内に於て共の關係が朋かになる歌環境と螢光的痩異のfm’因等が可也棚瞭になつた事とイ需

する。

要　　　結

　1・本實験に於ては主として家獄休液の紫外線螢光に關し、その獄児の獲育鰹過との關係、

温種との關係、繭螢光との房縣に就き實験槻察をiiつた。

　2．獄児休液斑の紫外線螢光色は化學用濾紙（白色）上に於いて之を2種に大別することが

出蘂る。

・3・第1螢光物質は一般に紫〒｛礁色を呈し次の第∬螢光物質の磯現によつてその…部叉は全

部獲はれ或はその干渉によつて多少の色の憂化を受けるが之は鴻失する事はなく、絶食の場合

も死迄全く蒙成少を示くさないo
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4．郷艦瀕はElltzilil：Sf．期、駅5㈱畷現する艶継光轍（紫醗光機齢
在するやもし醜いが糊しない）であつて絹拗脚勒と共1・肋するものCD　」t（1’1くである゜

而して絶食により叉、吐綜により速に失はれるものである。

　5．獄兇休液螢光には，2型がある。
第工型は沸瑠光物質のみ聯II螢光物質の獺鱒もの（或は闘しえざるもの）で日

粧頼⑫くは之嘱し、第II型は獺螢光物魁第II螢拗質桶糀゜｝｛1ふるもの破・

1歌の隔種は多く之に罵してゐる0

6．醗光蹴て鰍型剛肱ぱならぬが瀧繭の螺の膿瀦慮せぬものとすれば3
型に別ちうる。毘曜紫鯉と黄色型と及之等の色の混合型とである・

7．襯骸の螢光は罐白勺1鍋徴鮪し、併も醐光（Z・，・L良く一致し・難燗噸の休

液聯II凱（黄色）瀕多く調男馳繭の欝琳灘一轍灘色螢光を示してゐる・羅

光繭の獄の休液は第II螢光物質としての黄色螢光を全く認めえない。

換言すれば搬購灘難光搬現するものは艶螢源の繭騰み・紫轍光搬謝

るものは紫驚色螢光系の繭濃1む。

　8。体灘繍物質とはその凱略一致してゐるもの琳漁繍物質漁llの踏の凱は

一つの關聯を有つてゐる纂が明かである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　」二田獄綜專門雄校）
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